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４月２２日の例会報告 

会 長 の 時 間 

 ４月２０日の日曜日、さざんかホールにおきまして、

社会奉仕委員会の事業がございました。大和高田

歴史ウォークと題して、１５０名近い参加者を得まし

たこと、大変ありがとうございました。継続事業では

なく、初めて本年度の事業として試みたイベントであ

りましたが、ロータリアン各位の前日及び当日の周

到な準備の下、挙行させていただき、怪我や事故も

なく、大成功であったと感じております。 

 そして、吉岡委員長を筆頭に委員の皆様、並びに

ロータリーの友情で関係いただいたロータリアンの

皆様、大変ありがとうございました。また、お渡しした

参加賞では、木下会員のご厚意によりまして、参加

者一人一人にお米１キロずつを、また大和ガス中井

隆男会員より参加賞を入れるバッグを提供していた

だき、タオルやお菓子やお米、そしてハザードマッ

プなどを入れると、パンパンに膨れ上がる程見栄え

の良いものにしてくださいました。大変ありがたく思

いました。心からお礼を申し上げます。 

幹 事 報 告 

◎あすかＲＣ様による「「歓働」から「感動」へ繋がる

バトン～顧客満足はＡＬＬ ＦＯＲ ＹＯＵの精神から

～」と銘打った、元全日本空輸客室乗務員の方の特

別講演会が５月２５日（日）１４時から１６時までかしは

ら万葉ホールにて開催されます。ぜひご参加の検

討をよろしくお願いいたします。 

◎休会のご案内 

 ４月２９日（火）、５月６日（火） 

 

◎第１１回定例理事会のご案内 

 ５月１３日（火）１１時３０分 経済会館４階 

◎委員会別情報集会のご案内 

 例会終了後 Ａ班 

◎さざんかホールで開催されました大和高田歴史ウ

ォークにつきまして、本来であれば吉岡社会奉仕委

員長からお礼を申し上げるところですが、本日お休

みのため、私から代読させていただきます。 

 「このたび大和高田歴史ウォーク開催に当たり、多

くの方々にご尽力いただきありがとうございました。

無事盛況のうちに終わることができ、委員長として感

無量でございます。多くの一般市民の方にご参加い

ただく活動のために、特に安全対策に気を使いまし

た。そのため、大きな事故や病人も出ず、終了でき

ましたことに一番安堵しております。 

 そして、多くの方々に助けていただきました。村井

さんには学校関係やスポーツクラブチームへの取り

次ぎ、𠮷川副委員長には、いろいろ細かな、クラブ

チームに対するアドバイスや相談にも乗っていただ

き、多くの参加者を得ることができました。堀内さん

には印刷物の手配以外に、一般参加者の登録から

運営全般に関わっていただきました。中井さんや木

下さんからは多くの協賛をいただきました。事務局

の方も備品の製作や受付などに奮闘いただき、当

日の急な役割変更も文句を言わず引き受けていた

だきました。平岡さん、𠮷村定義さん、松村さん、あ

りがとうございました。挙げれば数えきれませんが、

何よりも４０名を超えるロータリアンが参加し、すべて

の方々が成功に向けてご尽力いただいたことが今

回の歴史ウォークの成功につながったものと確信し

ております。今回の活動を通じ、私自身もよい経験

をさせていただいたことに感謝し、お礼のご挨拶とさ

せていただきます。」 

 なお、高田歴史ウォークにつきましては、メークア

ップの対象ですので、ご参加の方はご活用ください。 

次年度幹事報告 

 ４月１９日（土）に地区研修会並びに第１回クラブア

ッセンブリーに参加していただきました方々、ありが

とうございました。各委員長様方には、５月１３日まで

 
「仕事で自分を磨く」 
  (有)和光研磨 
      代表取締役社長 阿部潤二 様 
 

本日の例会 (５月１３日) 

 
「食事がもたらす不思議な力」 
  関西福祉科学大学 
          副学長 峯松正敏 様 
  

次回の例会 (５月２０日) 

た犯罪は殺人未遂で、大きな恐怖を感じた出来事
でした。このような被害を受けますと、その記憶から
逃げようとしますが、逃げることが心の回復につなが
らず、いつまでたってもその経験に支配され続ける
ような感覚がありました。私はこの出来事を第三者に
話し、起きたことを自分の中で再現し続けたことで、
そのときの恐怖を自分から少し切り離して見ることが
できるようになりました。 
 話せる場所があると人は変わると思って生きてきま
したので、ボランティアの応募を見たときには、迷い
なく応募いたしました。その後、傾聴スキルの研修を
受けて、人の話の聞き方を徹底的に学びました。こ
こに私の原点があります。凶悪事件の被害者家族に
対する裁判所への付き添いから始まって、性被害を
含んだ様々な被害者の話を聞くような活動がありま
した。そして、犯罪被害者支援員第１期生として３年
間ボランティア活動を行うこととなりました。 
 今現在、私は管理者研修をしておりますが、管理
者の方々に、まず部下の話を聞くことでモチベーシ
ョンが上がること、また、部下が抱えている課題を本
人自身から引き離して、課題の本質を見つめ、少し
冷静に課題と向き合えるようにするといったような研
修をさせていただいております。 
 相手の話をよく聞くという点につきましては、９０歳
で亡くなった父が、私にとっては尊敬するモデルと
なっております。父は大阪市で小学校校長を務め上
げましたけれども、いろんな人の話をバラエティー豊
かな相槌でとてもよく聞いてくれましたので、生徒や
周囲の先生からも大人気でした。学生の頃、勉強で
のしんどさを父に話をすると、アドバイスをするわけ
でもないのに、とにかく「そうか、それは大変やな」と
聞いてもらえたことで、私の中で、あまり大したことで
もなくなって、頑張れる力が湧いてきたという経験が
何度もありました。 
 そして、４０歳でダイワマネジメントに、本当にしぶ
しぶ入社することになりました。当初は３時半に帰ら
せてくださいとお願いして入所しましたが、７時ぐら
いまで会社にいるような状態となりました。そして、失
業者に対して傾聴スキルの講座を行ったり、カウン
セリングを行うなどして、６年間職業訓練に関わりま
した。ここでいろいろな人と関わる楽しさとか、喜び
を体験し、今につながったかなと思います。 
 経理だけはやりたくなかったですが、そのほかなら
何でもやりました。管理者向け研修講師や、ＩＳＯ認
証取得支援、企業の補助金のための事業計画書作
成支援をしながら今に至っています。特に、補助金
の申請支援につきましては、今のところ、１０数年や
ってきた中でも、楽しい仕事と思えるお仕事となりま
した。この仕事こそ、結果が出る仕事ですので、採
択されますと、お客様に大変喜んでいただけます。 
 補助金の仕事が集中する時期は、３人の子育てを
しながらの壮絶な日常でした。朝から３人の弁当を
作り、夕方一度帰宅して晩御飯を作り、また出社し 
 
 
 
 
 
 
 

て、そのまま会社に泊り込んで事業計画を書き続け
ました。この頃、ダンボールを敷いて床に寝るという
ことを覚えました。一度も休みを取らず、３か月は仕
事をし続けるという期間が１年に２度ありました。 
 子どもの授業参観だけは高校時代まで必ず行くよ
うにしました。高校になると、あまり父兄の方々も来ら
れないので、私も子どもと同じように椅子に座らせて
もらって、先生の質問に対して手を挙げて答えさせ
ていただいたりしました。でも、子どもたちには不評
で、もう来ないでほしいと言われていました。 
 そういう４２年目の当社ですけれども、６年前に創
業者が肺がんを患い８９歳で亡くなりました。そして、
不幸なことに３年前に、当社の代表をしておりました
２代目も５１歳の若さで心臓が突然その動きを止め
てしまいました。不思議なことに命日はどちらも同じ
日でした。その年、弊社は創業以来過去最高の売
上を達成した年であり、喜びも束の間の死でした。 
 この２０年間、何度か大きな試練がありました。リタ
イアすることも考えましたが、いつもそばに、前を向
こうと奮闘する現在の社長の気概がありましたし、今
は亡き先代の社長と３人の連携でここまで来れたと
思っています。 
 ここでぜひお伝えしたいことがございます。弊社で
は昨年度より職業トラブル支援事業をスタートさせま
した。社内には少なからず、セクハラ、パワハラ等の
ハラスメントで悩みを抱え、悶々としながら仕事をし
ている社員がいます。奈良県労働局によりますと、
企業からのセクハラ・パワハラ問題相談は毎年１万
件近く寄せられております。 
 厚生労働省では、社内の相談窓口設置を義務化
しましたが、悩みを抱える従業員は、会社の利害が
優先される懸念があって、社内の担当者になかなか
相談することをためらうという実態があります。そのと
きに労働局に相談を持ち込むのですが、話がこじれ
ると、管理者や会社の監督責任が問われるなど大き
なリスクが生じます。そのような問題にならないように、
弊社は外部相談窓口として月額同じ金額をお支払
いいただくことで、どんなささいな相談でも対応し、
大きな問題になる前に、事前に問題を防ぐ事業をス
タートさせました。会社のリスク管理の一端として、ぜ
ひ弊社に委託をしていただきたいと思います。 
 従業員の立場を尊重すると同時に、会社が不利益
を被らないような考え方で支援をさせていただいて
おりますので、ご興味がおありでしたら、ご連絡いた
だければと思います。 
 また、優良職業紹介事業もしております。人材不
足にお困りの事業所様がございましたら、ぜひご登
録いただき、御社にマッチングする人材を紹介させ
ていただきます。紹介料はいただきますが、要件さ
え合えば国の助成金が出ますので、費用のご負担
もなく、人材採用のお手伝いをさせていただきます
ので、ぜひよろしくお願いいたします。 
 本日はご清聴いただきありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
会員 
出席数 

義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

４月22日 89 58 47 11 4 31 24 0 91.46％ 
４月15日 89 58 52 ６ 2 31 21 1 95.00％ 
４月８日 89 58 48 10 6 31 25 0 95.18％ 

※４月１５日は弁当残数０個を達成しました。引き続きご協力をお願いします。 



に委員会方針並びに事業計画のご提出をお願いい

たします。また、第２回クラブアッセンブリーを６月３

日（火）に行います。 

ゲ ス ト 
片岡佳永様（㈱ダイワマネジメント） 

誕 生 日 祝 
植野昭三会員( 4月29日) 川中光教会員( 5月 2日) 

木下庄司会員( 5月 5日) 

結 婚 記 念 日 祝 
高橋正典会員( 4月23日) 樫根正起会員( 4月25日) 

東辻英郎会員( 4月26日) 松尾光至会員( 4月26日) 

吉田  暁会員( 4月30日) 中井隆男会員( 5月 1日) 

桑  雅宣会員( 5月 2日) 山田  博会員( 5月 4日) 

丸野正徳会員( 5月 4日) 竹村惠史会員( 5月 5日) 

田中康正会員( 5月 5日) 中堀克己会員( 5月 5日) 

船木克容会員( 5月 8日) 𠮷村元嗣会員( 5月 8日) 

川村英亮会員( 5月10日) 

創 業 記 念 日 祝 
村野淳二会員( 4月22日) 黒松  健会員( 4月30日) 

村井善治会員( 5月 1日) 垣本喜巳会員( 5月 2日) 

退会のご挨拶 
植田直穂会員 

 このたび異動発令を受けまして、本日が大和高田Ｒ

Ｃ最終日となりました。明日から新しい店舗に参ります。

橿原・大和高田支店の勤務は丸２年、その中でロータ

リーは約１年１０か月参加させていただきました。とても

貴重な良い経験をさせていただくことができました。曾

祖父の故郷であり、祖母が育ち、父親が生まれた場所

でお仕事をさせていただいたこと、そして皆様に出会

えたことは、銀行勤務２５年の中でも一番の思い出に

残る、とても大切な２年間になりました。 

 ここで学んだ人と人とのつながりや、親睦、社会奉仕

の精神をしっかり持って、これからも精進してまいりた

いと思います。今後もおつき合いいただけると幸いで

す。大和高田ＲＣのますますのご繁栄と、皆様とご家族

のご健勝とご多幸を祈念いたします。本当にありがとう

ございました。 

委員会報告及びその他報告 
〇高田地区情報集会  西田陽昭世話人 

 本日１８時よりヴェルデ�甚におきまして第２回高

田地区情報集会を開催いたします。 

〇趣味の会委員会  垣本喜己委員長 

 先週、趣味の会ゴルフコンペについて、６月１２日

（木）と申しましたが、６月１９日（木）花吉野カントリー

クラブで開催の間違いでした。ご都合を変更してい

ただいて、多数の参加をお願いいたします。 

ニ コ ニ コ 箱 
・日曜日の「大和高田歴史ウォーク」には、吉岡委員

長をはじめとする、社会奉仕委員会の皆様、並びに

ロータリーの友情でご参加くださいました皆様、心よ

りお礼申し上げます。 池木啓仁会員 

・ウォークラリー、皆様のおかげで無事に盛会となり

ました。ありがとうございました。 中井謙之会員 

・ダイワマネジメント片岡様、ようこそ当クラブへ。卓

話楽しみにしています。 丸野正徳会員 

・４月２０日の大和高田歴史ウォークの大成功にあた

り、ご尽力いただきました、すべてのロータリアンに

感謝申し上げます。本日卓話をいただきます、片岡

さん、楽しみにしていたのですが、参加できずに申

し訳ありません。近く、仲間入りしていただけますこと

を祈念申し上げます。 吉岡弘修会員 

・写真、懐かしかったです。頑張ってください。 

 中井隆男会員 

・片岡様をお迎えして。 吉岡寛人会員 

・先日の地区職業奉仕委員長会議に、村井さん、川

村さん、京都まで足をお運びいただき、ありがとうご

ざいました。 村島靖基会員 

・植田さんお疲れさまでした。新天地で頑張ってくだ

さい。 鈴木勝士会員 

・植田さん、短い間でしたが、お世話になりました。 

 酒本良司会員 

・植田さんお疲れさまでした。今後のご活躍をお祈り

しています。 中井俊之会員 

・植田さんお疲れさまでした。新天地でのご活躍を

お祈り申し上げます。 俵本和実会員 

・ちょっと良いことがありました。 船木克容会員 

・船木さんのイーグルを見せていただいて。ゴルフ

で船木さん、脇本さん、山下さんにお世話になりまし

た。 下村敏博会員 

・８０歳、傘寿お祝を頂きまして。 植野昭三会員 

・結婚記念日祝を頂いて。 樫根正起会員 

・お誕生日祝を頂いて。 木下庄司会員 

・歴史ウォーク欠席のお詫び。 村野淳二会員 
 
卓話「日々感動を求めて」 
    (株)ダイワマネジメント 
    キャリアコンサルタント 片岡佳永 様 

 まず、本日は、これまでの私の
半生をかいつまんでお話しさせて
いただきます。主人と結婚を決め
ましたのは出会ったその日でした。
大手コンサル会社に新入社員と
して入社した１年目に、義理の父
から呼び止められて、息子に会っ

てくれないかと声をかけられました。当時はおつき合
いをしていた方もいましたので、面倒くさいなと一瞬
思いましたけれども、無下にお断りもできず、一回会
えば気も済むだろうと思って会うことにしました。 
 まず事前に、主人の顔写真をいただきましたが、
その写真を見た瞬間に「あっ、縁があるかも」と直感
で思いました。実際、八木の駅で会った瞬間、「結
婚するな」と思いました。その日の帰り際には「あな
たと結婚するように思います。けれども、私、今、お
つき合いしている人がいるのでどうすればいいです
か」と申しました。「僕も実は結婚してもいいかなと思
った。そういうことなら別れるしかないのでは」と言わ
れ、その日にお別れすることにしました。そして、次
の週には式場を押さえに行きました。このように、一
瞬一瞬の直感で選択していくのが私の人生です。 
 ２２歳でコンサルタント会社に入り、２３歳で結婚し
ました。その後、３年間、京都の経営コンサルタント

 

会社に在籍しました。私は教育大学を卒業しており
ましたが、大学４年間にアルバイトで子どもたちを教
えるという経験を積み過ぎて、別の仕事がしたくなっ
ていたのです。 
 在籍しましたコンサル会社は、かつて東証１部上
場しましたベンチャーリンクという会社です。フード
サービス業のＦＣの世界を台風のようにかき回して
いた会社としてご存じの方もいらっしゃるのではと思
います。代表の秘書として働いてみますと、本当に
分刻みでいろんな人と入れ代わり立ち代わり打合せ
があり、代表が物事を瞬時に決断していく様を４年
ほど見続けました。経営とは決断の連続だなと強く
感じました。今でもすごい経営者だったなと思って
おります。 
 とにかく明るかったですし、怒るときは雷のごとく怒
っていた方で、非常に分かりやすい社長でした。後
に東証一部上場まで上り詰めましたけれども、体を
壊して退任されました。その後、その会社は新村上
ファンドとして引き継がれております。 
 私は子どもを持ちたかったので、２７歳で退職し、
そこから２年ごとに３人の子どもを産んで、専業主婦
として１３年間、３人の子育てをしました。子育て自体
が楽しくて、働くという選択肢はもはやなくなりました。 
 そんな中で、もう一つ私の転機となったのは３１歳
の出来事でした。３人目の子どもを産んで１年たった
ある日、シャープに当時務めておりました主人の上
司から、主人には内緒ですよと言いながら自宅に電
話がかかってきました。実は、主人をイギリスに赴任
させようとしているんだけれども、家族帯同が原則で、
奥さんが嫌ならこの話はご主人に持っていかないと
いう電話でした。家族帯同でないと、やはり海外赴
任というのはうつ病を発症する確率が高いのだそう
です。私も主人も英会話歴ゼロです。でも、何かお
もしろそうだと思ったんですね。思った瞬間、何ら迷
いなく、その電話で「行きます」と即答しました。すぐ
に５分後、主人からあわてて電話がかかってきまして、
「どうやって１歳・３歳・５歳の子育てをするんだ」と。
「僕も英語はしゃべれないし、何のフォローもできな
いよ」と言われました。私は「大丈夫、何とかなる」と。 
 ただし、住む場所は日本人がいないところ、子ども
は日本人学校ではなくて現地校を探してくださいと
いう条件を出しました。 
 すると、会社は日本人のほとんどいないウェール
ズ地方を用意してくれました。標識も英語とウェール
ズ語の２つの表記があるぐらい、本場のイギリスから
かけ離れたようなところでした。私たちは町でもよく
目立つ存在でした。初日に学校へ乗り込みますと、
現地校は大騒ぎで、あっという間に子どもたちに取り
囲まれて、上の２人は大泣きしました。担任の先生
が飛び出してきまして、私たちに何かを言うんです
が、私は全く何を言われているのか分かりません。
子どもたちは泣きながら私から引き離されていきまし
た。 
 こんな感じで、イギリス生活は波乱の幕あけとなり
ました。日本で常識としていた生活様式は多くが崩
れていきました。子どもが病気だということを学校に
伝えるときに、普通ならsickとかillnessとかという英語
を使うんですが、ウェールズではhe is poorlyと電話
します。習った英語が全く使えない状況でした。子
どもが病気になっても、まず病院に電話して予約を

取るというような方式でしたので、２日か３日後に行く
までには治ってしまうような、そんな医療の状況でし
た。ですので、子どもたちは７年間一度も病気で病
院へ連れていったことはありません。 
 ただ、心配でしたので、日本を出国するときに、担
当医の先生に、どういうときには絶対に救急に行か
ないといけないかということを教えていただいて、そ
していざというときにはエマージェンシーに行く心構
えでおりました。 
 電化製品もよく壊れますし、壊れてアポイントを取
っても、予定した日、時間には来てくれません。必ず
２日以内には来られますので待つしかないという感
じでした。 
 一旦、４年目で帰国命令が出ましたが、私はやっと
慣れてきた頃なので、希望できるなら、ここに留まれ
るように主人にお願いし、後の３年間はイギリスの東
部、ロンドンの近くに移って、子どもを土曜日だけ日
本人学校に通って国語を学ばせて、平日は現地校
に通わせることになりました。ここでは日本人もさす
がに多くて、様々な交流がありました。 
 当時、イギリスの市場の魚は臭くて、日本人には人
気がありませんでした。でも、皆さんお刺身を食べた
がっていましたので、私はお刺身になるような魚を
求めて市場を探し回りました。ある市場で新鮮なマ
グロとイカが水曜日に大量に仕入れられるというの
が分かったので、毎週大量購入して、日本人にマグ
ロとイカの刺身を販売して喜んでもらえるというささ
やかなビジネスをするなどしておりました。 
 そして、帰国後３年すると、ダイワマネジメントに強
引に入社させられることになります。創業者からは、
経理事務でも何でもいいから仕事を手伝ってもらえ
ないかとお願いがございました。私は４０歳までワー
ドとかエクセルに触ったことがなく、事務仕事に何の
興味、魅力も感じていなかったため、それだけは勘
弁してほしいと断り続けました。たまたま当時のダイ
ワマネジメントでは、国の委託事業を受けて職業訓
練を行っており、毎日４０人の失業者が弊社に通っ
ておりました。私はこの方々と関われる仕事ならやり
たいと言いました。できれば、何か事業をやらせてく
ださいとお願いして、講師をやることになりました。教
えるテーマは、私が帰国してからの３年間に体験し
たことに関係いたします。 
 私の専門性と申しますと、国家資格となったキャリ
アコンサルタントと、産業カウンセラーという資格を持
っております。２つの資格とも、社会で働く方々と向
き合って、自分で行くべき方向性を決められるように
徹底的に話を聞いていくプロとなります。この資格は
ダイワマネジメントに入社して、いろいろ試験を受け
て取りました。 
 帰国して３７歳から４０歳までの３年間、子どもたち
はまだまだ小学校１年、３年、５年生で育ち盛りでし
たけれども、相変わらず、今ある世界とは別のおもし
ろい世界を探していました。ある日、新聞を見ていて
目が釘付けになったことがありました。それは何かと
申しますと、犯罪被害者支援員第１期生募集という
記事でした。 
 これは奈良県警と奈良銀行が取り仕切っておりま
して、犯罪被害者に徹底的に寄り添って、心の傷を
癒すというボランティアです。実は私は９歳と２０歳の
ときに２度の犯罪を受けた被害者です。２０歳で受け


